
市立御前崎総合病院と菊川市立総合病院は平成２０年３月に協定を結び、相互理解を深めるため
学術交流・職員研修を行うとの取り決めがなされました。その一環として、両病院及び医師会の先
生を交えたカンファレンスが７月８日（水）菊川市立総合病院で開催されました。



風光明媚な未知の国に魅せられて、４月１日リハビリテーション

（以下リハ）科に着任致しました宇城信吾と申します。内科医です。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

リハ病棟は、平成２１年４月１日に遠州灘が一望千里見渡せる東４階

病棟に開設され、４月１５日より患者様を受け入れています。

私の責務は、ナースの皆さんと力を合わせ、入院してこられた患者

様の全身状態をより良く保つことにより、質の高いリハを中断するこ

となく受けて頂くことにあります。

スタッフ一同、回復可能な組織・臓器を余すところなく回復させ、１日も早い自宅退院を願って

おります。また、患者様の苦痛を除去し、生命を救うことに満足することなく、機能を回復し患者

様の社会生活において、１歩も２歩も“質の向上”を高めていこうと願っております。

病棟内は真新しく、使いやすい様に、色々と工夫、改装されています。即ち、トイレや風呂場は、

左麻痺用と右麻痺用とがあり患者様自身が使いやすい様に、又、介護者が充分サポートしやすいよ

うに広めに設計されております。

各部屋は３人部屋としてあり、車イスでの室内の方向転換など容易に出来るようになっておりま

す。部屋には各々洗面台が設けられ、車イスを使ってここで洗面や歯磨きが出来るようになってお

ります。この様な部屋が１２室で３６床、残り２室は個室で２床の計３８床で、３８人の患者様を受

け入れることが出来ます。

食堂には大きなテレビがあり、原則的には入院患者様全員がここに集まって食事を摂って頂いて

おります。（鼻腔栄養の方も例外ではありません）。この食堂は、食事以外にも理学、作業療法の一

環として、小物を作ったり、習字や絵を書いたり、カレンダーの作成や毎週１回・日曜日のカラオ

ケ大会など多目的に使われ、入院患者様とリハ病棟スタッフ総勢５０人前後の差詰め“リビングル

ームの風情”があります。

食堂の空いている時間帯での小規模な治療とは別に、密度の濃い専門的な治療は１階にあるリハ

センターで、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の方により精力的に行われております。
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のない姿勢で摂ってもらう様子

を看護職員は、退院後に介護する家族の方々に理解して頂くために、時々食事時間帯に家族に足を

運んでもらい、指導しております。

リハ病棟に入院し、リハ治療継続中の患者様の症状が悪化した場合には、内科、外科、脳神経外

科の各専門医のおられる病棟に一時的に移って頂き、集中的に治療を受け、再度症状が安定した頃

に又、リハ病棟に移って頂くようにしております。
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５月２９日現在、３０名の患者様が入院中です。

自宅退院された患者様は６名で外来リハ通院中で

す。これら３６名の方々には、当院を始め広範囲

の諸医療施設からも紹介を頂いております。（表１）

男女別年齢構成は、男性２１人（平均年齢７６.４

歳）女性１５人（平均年齢８４歳）です。（表２）

男女別疾患構成は、骨折が７疾患／１８人、脳卒中

が３疾患／１７人、骨折、脳卒中以外で廃用症候群

予防の方が５疾患／５人でした。

受け入れ患者様については、地域連携室を通し

て、必要な書類を記入提出して頂きます。

ソーシャルワーカーが中心となり、師長、リハ

スタッフと私が入院患者検討会議を週２回開き入

院可能か否かを決めております。













【はまかぜ】の点訳がご入用の方は総合受付までお申し出下さい。
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